















意が引きつけられる場合もある（Jonides, 1981 ; Posner & Cohen, 1984 ;
Yantis & Jonides, 1984）。例えば急にフラッシュが光った時など，我々の意
図とは関係なくその位置に注意が向けられる。このような，外部の刺激によっ
て自動的に捕捉される注意は外発的注意（exogenous attention）または一過















の上昇（Talgar, Pelli, & Carrasco, 2004）や，感度の上昇（Carrasco,






は，古くは Hermann von Helmholtz や William James の時代にさかのぼ
る。しかしこれまで多くの研究がなされてきたにも関わらず，一貫した知見は



































刺激の提示に先立って，全体の 3分の 1の試行では左，他の 3分の 1の試行
では右の視野に，画面の水平中心線より 1.5度上方の位置に 67 ms 間提示さ
































て，高く知覚されることが明らかになった（Gobell & Carrasco, 2005）。他に
も手がかり刺激が提示された位置では，主観的に知覚されるギャップサイズ




の運動コヒーレンスの上昇や（Liu, Fuller, & Carrasco, 2006），運動速度の
上昇が生じる（杉本，2009 ; Turatto, Vescovi, & Valsecchi, 2007）。2つの
運動刺激が左右の視野に提示された場合，例え 2つの刺激の速度が同じであ
ったとしても，手がかり刺激が与えられた側の刺激の速度は他方と比較してよ
り速く知覚される（Turatto et al., 2007）。杉本（2009）はプラッドパターン
を運動刺激として比較判断課題を行い，刺激のパターンの違いによって知覚速
度の変化量が異なることを示した。プラッドパターンとは，運動方向が異なる












（Gobell & Carrasco, 2005 ; Liu, et al. , 2006 ; Montagna, & Carrasco,
2006 ; Turatto, et al., 2007）。しかし，この注意の効果に疑問を提起する研












































異が得られた。これらの結果から Anton-Erxleben et al.（2010）は，
Schneider & Komlos（2008）の実験ではその方法論的限界によって注意の効
果が見過ごされていただけであると主張した。
Schneider & Komlos（2008）の主張は Anton-Erxleben et al.（2010）に
よって否定されたが，同じく等価性判断課題を用いて Vescovi, Valsecchi, &
Turatto（2010）は，彼ら自身が以前報告した注意による知覚速度の変化（Tu-






刺激であるガボール刺激の運動速度が 4.03, 3.03，および 1.48 dps のいずれ
の値であったとしても，手がかり刺激提示位置で約 0.4 dps の知覚速度の上昇
が認められた。この実験では標準刺激の速度条件毎に，テスト刺激がとり得る
速度の範囲が異なっていた。そのため，標準刺激の速度条件間で弁別課題の難




































（Brefczynski, & DeYoe, 1999 ; Reynolds, Pasternak, & Desimone, 2000）。
注意による脳活動の変化と主観的な知覚の変化が対応するか否かを検討したの
３３空間的注意によって生じる主観的な視知覚の変化
が，Stormer, McDonald, & Hillyard（2009）による実験である。彼らは Car-
rasco et al.（2004）と同様の手続きで被験者にガボール刺激を提示し，より
コントラストが高く見えた刺激の回答を求めるとともに，その刺激から惹起さ



















5．お わ り に
空間的注意によって主観的な知覚は変化するのだろうか。この古くからの問
いに対し近年，変化は生じるという報告が次々となされている。その変化は刺
激の様々な特性に対して生じる（Gobell & Carrasco, 2005 ; Liu et al. ,
３４ 空間的注意によって生じる主観的な視知覚の変化
2006 ; Montagna, & Carrasco, 2006；杉本，2009 ; Turatto et al., 2007）。
これらの現象はその報告のみにとどまらず，生起メカニズムや，脳活動との関
連が検討されてきている（Pestilli, Ling, & Carrasco, 2009 ; Stormer,
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